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12月定例議会のあらまし
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1 億 447万円を追加！
1億 447万円を追加！

　

12
月
定
例
会
が
12
月
３
日
か
ら
１３
日
ま
で
の
１１
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
日
目
に
は
、
ま
ず
小
谷
町
長
が
開
会
に
先
立
ち
行
政
報
告
を
行
い
、
今
年
も
全
国
的
に
台
風

や
豪
雨
の
被
害
が
相
次
ぎ
、
防
災
対
策
の
重
要
性
が
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
年
で
あ
っ
た
事
を
強

調
し
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
１１
月
３
日
に
町
内
全
域
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、
１１
月
２５
日
に
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
共
同
で
津
波
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
町
内
の
中
学
生

３
７
０
人
が
参
加
し
た
事
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
災
害
発
生
時
の
対
応
策
と
し
て
、
弁
護
士
会
と
協

定
を
結
ん
だ
事
も
表
明
し
た
。

　

更
に
、
世
界
農
業
遺
産
関
連
事
業
と
し
て
、
和
歌
山
市
で
「
地
域
循
環
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
、

ま
た
都
市
と
の
交
流
事
業
で
は
、「
目
黒
の
サ
ン
マ
祭
り
」、「
港
区
で
全
国
連
携
マ
ル
シ
ェ
」
な
ど

で
梅
製
品
販
売
と
み
な
べ
町
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
１２
月
に
は
「
第
３０
回
全
国
ウ
ミ
ガ
メ
会
議
」
の
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
９
月
以
降
の
実
績
を
説
明
し
た
後
、「
み
な
べ
フ
ァ
ン
が
一
人
で
も
多

く
な
る
よ
う
、
今
後
も
努
力
し
た
い
」
と
の
考
え
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
委
員
会
発
議
と
し
て
「
み
な
べ
町
の
海
岸
の
秩
序
を
維
持
し
密
漁
を
撲
滅
す
る
宣
言
に
関

す
る
決
議
案
を
提
案
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
続
い
て
、
小
谷
町
長
よ
り
今
回
提
案
さ
れ
た
各

議
案
に
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
を
受
け
た
。

　

第
２
日
目
に
は
一
般
質
問
を
行
い
、７
議
員
が
登
壇
し
た
。「
認
知
症
対
策
」や「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
制
度
の
導
入
」、「
町
長
の
次
期
選
挙
へ
の
考
え
」「
災
害
時
に
お
け
る
応
援
協
定
等
」、
西

本
庄
地
区
の「
ナ
デ
オ
地
区
防
災
関
連
施
設
の
進
捗
状
況
」や「
五
味
の
カ
ー
ブ
国
道
改
良
工
事
」「
津

波
避
難
訓
練
の
在
り
方
」
な
ど
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
町
政
を
た
だ
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
町
防
災
拠
点
整
備
工
事
（
東
吉
田
）
で
の
盛
土
に
関
す
る
「
工
事
請
負
契
約
の
変

更
」
や
「
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
」、「「
職
員
の
給
与
」「
消
防
団
の
定
数
、
任

免
、
服
務
」
等
の
各
条
例
に
関
す
る
議
案
、
及
び
一
般
会
計
・
特
別
会
計
に
関
す
る
補
正
予
算
案
等

が
担
当
課
長
よ
り
説
明
さ
れ
、
質
疑
が
行
わ
れ
た
。
採
決
の
結
果
、
提
案
さ
れ
た
13
議
案
を
原
案
通

り
可
決
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
派
遣
、
各
委
員
会
で
の
閉
会
中
の
事
務
調
査
を
承
認
し
て
、
閉
会
し
た
。

提
案
さ
れ
た
13
議
案
を
原
案
通
り
可
決
！職員の育児休業等の一部改正

時代の流れに合わせて、その内容を、
その都度見直されています。今回も国
等の指導により育児短時間勤務等の内
容を一部改正するものです。

職員の給与等の一部改正
●給与表の改正
民間企業との差を調整するための人事
院勧告に基づき、勤勉手当や住居手当
等が引き上げられた。

一般会計補正予算一般会計補正予算
山内消防車庫整備、園児昼食支

援

東神野川三里峰地区治山事業設
計関連など
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●みなべ町の海岸の秩序を維持し密漁を撲滅する宣言
みなべ町は、漁業者の生活を守るために海岸の秩序を維持し、魚介類の密漁を撲滅すべく下記の事
項に取組む事を宣言します。

⒈　漁業法、和歌山県漁業調整規則に則
のっと

り厳正に対処します。
⒉　漁業者、海上保安庁、警察と親密に連携を図り、密漁撲滅、秩序維持に努めます。
⒊　防犯カメラ等により不審者を常時監視します。
⒋　その他、密漁撲滅、秩序維持に必要なあらゆる手段を講じます。

以上、決議する。

令和元年１２月３日
みなべ町議会

主な条例一部改正の内容と目的

会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
平成２９年の地方公務員法及び地方自治法の改正により、初めて有期雇用の非正規公務員が誕生する

事となった事による、条例の制定。

●職員の類型　　　①フルタイム会計年度任用職員・・・・・週３８時間４５分勤務
　　　　　　　　　②パートタイム会計年度任用職員・・・・フルタイム会計年度任用職員以外
●雇用期間	 　　　　最長１年
●新制度スタート　令和２年４月１日より
●採用方法など　　広く募集し、受験成績、人事評価、その他の能力の有無で採用
　　　　　　　　　継続採用などの場合は、面接や書類選考、勤務成績で採用も可能
●給与等　　　　　・フルタイム会計年度任用職員・・・・・月給制（毎月）
　　　　　　　　　　通勤手当・超勤手当あり（正規職員に準ずる）
　　　　　　　　　　期末手当（ボーナス年２回）・総支給額は月給の2.6 月分
　　　　　　　　　・パートタイム会計年度任用職員・・・・報酬（月給制・日給制・時給制）
　　　　　　　　　　通勤手当・超勤手当あり（正規職員に準ずる）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　週の勤務時間による調整あり
　　　　　　　　　　期末手当（ボーナス年２回）・（週の勤務時間による調整あり）
●退職手当　　　　・フルタイム会計年度任用職員
　　　　　　　　　　フルタイムで勤務した日が１８日以上ある月が、引き続いて
　　　　　　　　　　６ヶ月を超えるに至った者が退職する場合に支給。
　　　　　　　　　・パートタイム会計年度任用職員・・・・支給なし
※休暇・育児休業・社会保険等についても、フルタイム会計年度任用職員は正規職員並みの処遇があり
ます。しかし、その一方で服務・分限・懲戒等について地方公務員法に基づき正規職員並みの基準が
適用されます。
　詳しくは、総務課（ＴＥＬ　72－2015）までお尋ね下さい。

漁業調整規則
漁業法及び水産資源保護法に基づいて、
水産資源の保護培養、漁業取締その他
漁業調整のため、水産動植物の採捕ま
たは処理に関する制限または禁止等に
ついて、都道府県知事が定める規則。

具体的な内容

新制度

P3

「みなべ町の海岸の秩序を維持し
密漁を撲滅する宣言」を決議！
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12月定例議会のあらまし

12 月議会の 補 正 予 算

参考資料
みなべ町防災拠点整備基本計画イメージ図

項　　目 補正額 主な内容 総　　額

一　般　会　計 1 億 447 万円

災害復旧工事費（木の川線等）　2,000 万円
山内地区消防車庫整備工事　2,620 万円
三里峰地区治山事業（道路・水路） 1,000 万円
園児昼食支援給付金

（南部幼稚園 738 千円、ひかり保育所 216 千円）

94 億 6,990 万円

特
別
会
計

国民健康保険 4,121 万円 一般被保険者療養給付費負担金等 19 億 2,720 万円

後期高齢者医療 1,152 万円 広域連合への納付金等 3 億 3,408 万円

介護保険 6 万円 介護サービス給付費の減額、介護予防サービ
ス給付費、高額介護サービス等の増額等

17 億 7,517 万円

農業集落排水事業 114 万円 消費税アップによる補正 6,717 万円

公共下水道事業 140 万円 うめ 21 研究センターの汚泥処理施設の稼働遅
れによる処理費の増額等 6 億 8,232 万円

簡易水道事業 54 万円 人事院勧告による職員給与改定等 2 億 6,811 万円

水
道
事
業

収益的支出 4 万円 人事院勧告による職員給与改定等 1 億 4,741 万円
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設
面
や
費
用
等
の
問
題
で
、
提

供
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ

ら
の
要
望
に
対
し
、
お
弁
当
の

共
同
購
入
に
際
す
る
支
援
に
な

れ
ば
と
、
個
々
に
支
払
う
と
い

う
形
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
い

た
。

　
　
　
　
　
　

山
内
地
区
消
防

車
庫
整
備
工
事
（
２
、６
２
０

万
円
）

　
　

山
内
地
区
の
消
防
車
庫
の

整
備
と
あ
る
が
、
海
岸
に
近
い

と
い
う
事
で
、
海
抜
は
ど
の
程

度
な
の
か
。

　

ま
た
今
後
、
老
朽
化
さ
れ
た

消
防
車
庫
に
つ
い
て
は
、順
次
、

浸
水
想
定
外
へ
の
移
転
と
考
え

て
い
い
の
か
。

　
　

海
抜
に
つ
い
て
は
、
明
確

で
は
な
い
が
津
波
の
浸
水
区
域

外
で
あ
る
。
ま
た
、
老
朽
化
し

た
消
防
車
庫
に
つ
い
て
は
改
築

の
計
画
は
あ
る
が
、
各
地
区
の

地
理
的
な
状
況
も
あ
り
、
す
べ

て
が
高
台
移
転
は
難
し
い
と
考

え
る
。
方
向
性
と
し
て
は
、
浸

水
区
域
外
（
高
台
移
転
）
に
計

画
し
て
い
き
た
い
。

一
般
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　

園
児
昼
食

支
援
給
付
金
（
２
１
６
万
円
）

　
　

説
明
の
中
で
、
１
５
０
円

×
20=

３
０
０
０
円
と
あ
っ

た
が
、
こ
れ
は
お
弁
当
に
対
す

る
給
付
金
と
考
え
て
い
い
の

か
。

　
　

ひ
か
り
保
育
所
、
南
部
幼

稚
園
の
方
か
ら
、
給
食
の
提
供

を
お
願
い
さ
れ
て
い
た
が
、
施

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

（
６
４
８
万
円
）

　
　

総
務
省
か
ら
高
価
な
返
礼

品
を
慎
む
よ
う
に
と
い
う
通
達

が
あ
っ
て
、
概
ね
3
割
を
目
安

に
し
な
さ
い
と
の
勧
告
が
あ
っ

た
が
、
今
回
の
返
礼
品
率
36
％

は
妥
当
な
の
か
。

　
　

予
算
的
に
36
％
で
計
上
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
こ

れ
ぐ
ら
い
の
幅
を
持
っ
て
と
い

う
こ
と
で
す
の
で
、
妥
当
と
考

え
て
い
る
。

Q

Q

Q

A

A

A

Ｑ
＆
Ａ
編

主
な
議
案
質
疑

抜粋

教
育
学
習
課

要
望
を
頂
き
、
危
険
度
や
通
行

量
に
優
先
順
位
を
つ
け
て
対
応

し
て
い
る
。
今
回
（
５
５
０
万

円
）
の
補
正
額
の
中
で
、
各
地

区
の
要
望
さ
れ
て
い
た
箇
所
に

つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
完
了
と
思
わ

れ
る
が
今
後
も
交
通
安
全
施
設

の
整
備
に
つ
い
て
は
努
力
し
て

い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

町
営
住
宅
修
繕

費
（
２
０
０
万
円
）

　
　

退
去
者
が
若
干
、
増
え
つ

つ
あ
る
と
の
印
象
を
受
け
た

が
、
現
状
と
し
て
ど
れ
ほ
ど
の

空
室
が
あ
る
の
か
、
ま
た
空
室

率
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
た

い
。

　
　

４
、５
年
前
ぐ
ら
い
ま
で

は
だ
い
た
い
４
、５
件
ぐ
ら
い

空
い
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た

が
、
こ
こ
に
来
て
10
件
、
だ
い

た
い
２
倍
程
度
と
増
加
し
て
い

る
。
原
因
と
し
て
は
、
高
齢
化

が
進
ん
で
、
お
亡
く
な
り
に
な

ら
れ
て
退
去
と
い
う
形
で
増
え

て
き
て
い
る
。

交
通
安
全
施
設
工
事
請
負
費

（
５
５
０
万
円
）

　
　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
で
２

５
０
万
と
い
う
事
だ
が
、
設
置

で
き
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
い
う

か
、
設
置
す
る
に
あ
た
っ
て
の

基
準
と
い
う
の
は
あ
る
の
か
。

　
　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
8
箇
所

（
１
８
０
ｍ
）、
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン

ス
3
箇
所
（
45
ｍ
）、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
４
箇
所
等
と
い
う
事

で
、
補
正
さ
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
条
件
と
し
て
は
町
道
で

あ
る
が
、
た
だ
通
学
路
と
い
う

事
で
、
ほ
と
ん
ど
は
町
道
と

な
っ
て
い
る
。
各
区
長
か
ら
の

Q

Q

A

A

総
務
課

建
設
課
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勤
勉
手
当
は
支
給
さ
れ
る

の
か
。

　
　

勤
勉
手
当
に
つ
い
て
は
、

今
の
と
こ
ろ
国
か
ら
示
さ
れ
て

い
る
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
支

給
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
但
し
今
後
、
国

の
方
で
会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て
も
、
勤
勉
手
当
の
支
給

が
妥
当
、
適
正
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
時
は
法

改
正
に
な
っ
て
き
ま
す
。
今
の

と
こ
ろ
勤
勉
手
当
の
支
給
は
対

象
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

今
回
の
制
度
適
用
の
対
象

と
な
る
人
員
は
、
何
人
く
ら
い

に
な
る
の
か
。
ま
た
、
新
制
度

へ
の
移
行
に
伴
い
年
間
の
人
件

条
例
改
正

み
な
べ
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
　

新
制
度
で
は
、
1
年
ず
つ

の
契
約
に
な
る
た
め
、
人
員
が

必
要
で
な
か
っ
た
場
合
に
は
契

約
が
継
続
し
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
本
人
が
、
希
望
し
て

も
、解
雇
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
。

　
　

一
年
間
の
契
約
に
つ
い
て

は
、
町
が
こ
う
い
う
仕
事
の
た

め
に
こ
う
い
う
勤
務
条
件
で
勤

め
て
い
た
だ
く
方
を
募
集
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
条

件
で
の
1
年
の
契
約
と
い
う
考

え
方
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の

職
の
必
要
性
を
毎
年
検
討
し

て
、
ま
た
同
じ
よ
う
に
同
じ
条

件
で
勤
務
を
し
て
い
た
だ
く
人

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
場
合
に

は
、
再
度
、
雇
用
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
1
年
契
約
と
い

う
こ
と
で
首
切
り
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
1
年

毎
の
契
約
を
更
新
し
て
る
と
い

う
考
え
方
に
な
り
ま
す
。

費
関
係
が
か
な
り
上
昇
す
る
可

能
性
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の

程
度
増
え
る
の
か
。

　
　

フ
ル
タ
イ
ム
の
形
態
で
勤

め
て
頂
い
て
い
る
方
、
ま
た
1

日
3
時
間
と
か
の
パ
ー
ト
タ
イ

ム
や
、
そ
の
時
々
に
お
願
い
し

て
い
る
方
、
ざ
っ
と
こ
ち
ら
で

各
課
に
聞
き
取
り
し
た
中
で

は
、
約
百
数
十
名
ぐ
ら
い
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
件
費
の
上
昇
に
つ
き
ま
し

て
は
、
か
な
り
増
え
る
と
見
て

い
ま
す
が
、
元
々
町
で
は
臨
時

職
員
に
も
期
末
手
当
を
支
給
し

て
い
ま
し
た
。
町
村
に
よ
っ
て

は
、
期
末
手
当
は
全
然
支
給
し

て
な
か
っ
た
町
村
も
あ
り
ま
す

の
で
、
期
末
手
当
の
部
分
で
の

上
昇
は
、
そ
ん
な
に
多
く
な
る

と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
新
た
に
増
え
る
の
で
は
と

い
う
認
識
し
て
い
る
の
が
退
職

手
当
で
す
。
こ
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
和
歌
山
県
の
総
合
事
務

組
合
へ
毎
月
負
担
金
を
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
部
分
は

町
が
１
０
０
％
負
担
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、

か
。

　

四
月
一
日
ま
で
に
10
名
の
募

集
人
員
と
い
う
事
だ
が
応
募
者

は
足
り
て
い
る
の
か
。　

例
え

ば
、
定
数
に
満
た
な
い
場
合
の

対
処
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
と
い
う

組
織
が
過
去
に
は
あ
っ
た
が
、

今
回
は
消
防
団
員
と
し
て
の
募

集
で
あ
り
待
遇
や
報
酬
、
被
服

の
貸
与
、退
職
金
制
度
も
あ
る
。

従
来
の
消
防
団
員
と
同
等
の
扱

い
。

　

人
員
に
つ
い
て
は
広
報
誌
、

区
長
会
資
料
等
で
募
集
し
て
い

る
。
人
員
不
足
の
可
能
性
も
あ

る
が
、
あ
ら
ゆ
る
募
集
活
動
を

行
い
定
数
（
10
名
）
確
保
し
た

い
。
取
り
組
み
と
し
て
は
、
日

高
郡
内
初
と
い
う
女
性
団
員
の

活
動
に
期
待
し
た
い
。

給
料
月
額
の
一
人
15
％
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
部
分

が
か
な
り
増
え
て
く
る
要
因
だ

と
思
い
ま
す
。

　
　

現
状
、
非
正
規
の
職
員
の

方
々
の
採
用
に
当
た
っ
て
は
、

ど
の
よ
う
な
手
続
き
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

　
　

町
広
報
の
方
で
周
知
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
、
申
し
込
ん
で

い
た
だ
い
た
方
に
は
、
受
験
、

試
験
的
な
こ
と
は
し
て
ま
せ

ん
。
ま
ず
履
歴
書
を
出
し
て
い

た
だ
い
て
、
面
接
と
履
歴
書
に

よ
る
書
類
選
考
で
行
っ
て
い
ま

す
。

み
な
べ
町
消
防
団
員
の
定
数
、

任
免
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例

の
1
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
　

女
性
団
員
10
名
の
任
命
と

い
う
事
だ
が
、
以
前
に
も
準
消

防
団
員
と
い
う
形
が
あ
っ
た
。

そ
の
時
の
活
動
と
の
違
い
は
あ

る
の
か
。
ま
た
女
性
団
員
の
活

動
と
は
、
ど
う
い
っ
た
形
な
の

Q

Q

QQ

Q

A

A

A

A

A
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みなべ町議会だより
令 和 2 年 2 月 発 行

10
月
1
日　

全
員
協
議
会	

10
月
3
日　

郡
議
長
会
（
議
長
）

10
月
5
日　

小
栗
サ
ミ
ッ
ト
（
議
長
）

10
月
8
日　

令
和
元
年
第
3
回
臨
時
議
会

10
月
7
日　

郡
議
長
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

10
月
10
日　

広
報
特
別
委
員
会

10
月
11
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
10
月
15

日　

漁
協
補
助
金
等
調
査
特
別
委
員
会

10
月
16
日　

静
岡
県
藤
枝
市
視
察
対
応

10
月
19
日　

板
橋
区
民
祭
り
（
議
長
）

10
月
21
日　

広
報
特
別
委
員
会

10
月
23
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
10
月
25

日　

紀
南
病
院
組
合
例
月
監
査
（
副
議
長
）、

会
計
例
月
監
査
（
原
田
議
員
）

10
月
28
日
～
30
日　

郡
議
長
会
視
察
研
修

10
月
28
日　

漁
協
補
助
金
等
調
査
特
別
委
員

会10
月
29
日　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

10
月
31
日　

令
和
元
年
第
4
回
臨
時
議
会
、

広
報
特
別
委
員
会
、
産
業
建
設
常
任
委
員

会	11
月
1
日　

紀
南
病
院
組
合
議
会

定
例
会
（
正
副
議
長
）

11
月
4
日
～
6
日　

田
辺
周
辺
広
域
市
町
村

圏　

組
合
視
察
研
修
（
正
副
議
長
）

11
月
9
日　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
会
式
（
議

長
）

11
月
11
日　

漁
協
補
助
金
等
調
査
特
別
委
員

会	
	

11
月
12
日　

全
員
協
議
会	

11
月
13
日　

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
視
察
対

応　

	

11
月
13
日
～
14
日　

議
長
全
国
大
会　

他

11
月
17
日　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

11
月
18
日　

近
畿
自
動
車
道
有
田
南
紀
田
辺

間
整
備
促
進
要
望
活
動
（
議
長
）

11
月
19
日　

委
員
長
・
副
委
員
長
研
修
会

11
月
20
日　

田
辺
周
辺
議
員
研
修
会
（
全
議

員
）

田
辺
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合
議
会
定
例
会

（
真
造
議
員
、
井
口
議
員
、
出
口
議
員
）

11
月
21
日　

漁
協
補
助
金
等
調
査
特
別
委
員

会
、紀
南
環
境
広
域
施
設
組
合
例
月
検
査（
副

議
長
）

11
月
22
日　

会
計
例
月
監
査
（
原
田
議
員
）

11
月
26
〜
28
日　

県
外
視
察
研
修

11
月
29
日　

議
回
運
営
委
員
会
、
全
員
協
議

会
、
紀
南
病
院
組
合
議
会
決
算
委
員
会
（
副

議
長
）

12
月
2
日　

日
高
広
域
消
防
事
務
組
合
議
会

定
例
会
（
丸
山
議
員
）

12
月
3
日
〜
13
日　

令
和
元
年
第
４
回
定
例

会12
月
3
日　

漁
協
補
助
金
等
調
査
特
別
委
員

会 
 

12
月
4
日　

御
坊
日
高
老
人
福
祉
施
設
事
務

組
合
議
会
定
例
会
（
天
野
議
員
）

12
月
5
日　

商
工
会
役
員
会
懇
談
会（
議
長
、

真
造
議
員
）

12
月
12
日　

漁
協
補
助
金
等
調
査
特
別
委
員

会12
月
17
日　

体
協
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

12
月
23
日　

会
計
決
算
監
査
（
原
田
議
員
）、

漁
協
補
助
金
等
調
査
特
別
委
員
会

12
月
25
日　

田
辺
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組
合

議
会
定
例
会
（
正
副
議
長
）

12
月
26
日　

紀
南
病
院
組
合
議
会
定
例
会

（
正
副
議
長
） 

 

谷
本
吉
弘
議
員

①
認
知
症
患
者
に
対
す
る
包
括
的
な
対
策
を

出
口
晴
夫
議
員

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
の

　

導
入
と
運
用
に
つ
い
て

原
田
覚
議
員

①
町
づ
く
り
の
取
り
組
み
と

　

次
期
町
長
選
挙
に
つ
い
て

池
田
三
千
留
議
員

①
災
害
時
に
お
け
る
応
援
協
定
と
町
の

　

取
り
組
み

②
自
衛
隊
へ
の
住
民
名
簿
提
供
を
問
う

　
（
第
２
弾
）

③
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
で
変
わ
る
こ
と

丸
山
幸
雄
議
員

①
西
本
庄
ナ
デ
オ
地
区
防
災
関
連
施
設
整
備

　

に
係
る
進
捗
状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

　

ル
に
つ
い
て

永
井
幸
喜
議
員

①
西
本
庄
地
区
内
国
道
４
２
４
号
、
通
称

　

五
味
の
カ
ー
ブ
の
早
期
改
良
に
向
け
て

玉
井
伸
幸
議
員

①
津
波
避
難
訓
練
の
在
り
方
に
再
考
を

②
「
避
難
場
所
」
が
あ
っ
て
も
「
避
難
所
」

　

が
な
い
現
状
の
改
善
を

町政を問う！
一　般　質　問

7議員が登壇

議
会
の
動
き

P8P9P10P11P12P14 P13

か
。

　

四
月
一
日
ま
で
に
10
名
の
募

集
人
員
と
い
う
事
だ
が
応
募
者

は
足
り
て
い
る
の
か
。　

例
え

ば
、
定
数
に
満
た
な
い
場
合
の

対
処
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
と
い
う

組
織
が
過
去
に
は
あ
っ
た
が
、

今
回
は
消
防
団
員
と
し
て
の
募

集
で
あ
り
待
遇
や
報
酬
、
被
服

の
貸
与
、退
職
金
制
度
も
あ
る
。

従
来
の
消
防
団
員
と
同
等
の
扱

い
。

　

人
員
に
つ
い
て
は
広
報
誌
、

区
長
会
資
料
等
で
募
集
し
て
い

る
。
人
員
不
足
の
可
能
性
も
あ

る
が
、
あ
ら
ゆ
る
募
集
活
動
を

行
い
定
数
（
10
名
）
確
保
し
た

い
。
取
り
組
み
と
し
て
は
、
日

高
郡
内
初
と
い
う
女
性
団
員
の

活
動
に
期
待
し
た
い
。
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みなべ町議会だより
令 和 2 年 2 月 発 行

質
問　

徘
回
に
対
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

　

２
０
０
７
年
、
愛
知
県
大
府

市
で
認
知
症
の
９１
歳
の
男
性
が

電
車
に
は
ね
ら
れ
死
亡
し
ま
し

た
。
見
守
り
を
怠
っ
た
と
し
て
、

Ｊ
Ｒ
東
海
が
男
性
の
遺
族
に
対

し
て
約
７
２
０
万
円
の
損
害
賠

償
を
求
め
て
提
訴
し
た
出
来
事

が
あ
り
ま
し
た
。
一
審
、
二
審

で
は
賠
償
責
任
を
認
め
ま
し
た

が
、
最
高
裁
で
家
族
は
免
責
と

な
り
逆
転
勝
訴
し
ま
し
た
。
そ

の
間
、
９
年
間
の
歳
月
が
流
れ

ま
し
た
。

　

今
、
日
本
で
は
高
齢
化
に

よ
っ
て
全
人
口
の
２
８
．
４
％

が
65
歳
以
上
で
３
５
８
８
万
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
５

年
に
は
高
齢
者
の
５
人
に
１
人

が
認
知
症
に
な
る
と
い
う
推
計

も
あ
り
ま
す
。
全
国
の
警
察
に

届
け
出
の
あ
っ
た
認
知
症
の
行

方
不
明
者
は
、
６
年
連
続
増
加

し
過
去
最
高
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
み
な
べ
町
で
は
、

２
０
２
５
年
の
高
齢
化
率
は

３
５
．
１
％
に
な
る
と
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
５
人
に
１
人
が

認
知
症
に
な
る
と
す
れ
ば
、
認

知
症
患
者
は
約
７
０
０
人
と
推

計
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
だ
け
多
く
の
方
が
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
情
報
通
信
技
術

を
使
っ
た
見
守
り
、
認
知
症
保

険
、
町
民
が
一
体
と
な
っ
た
見

守
り
体
制
等
、
取
り
組
む
べ
き

課
題
は
山
積
み
か
と
思
い
ま
す
。

町
長
の
お
考
え
は
。

町
長　

徘
回
に
対
す
る
取
り
組

み
で
す
が
、
認
知
症
カ
フ
ェ
を

始
め
、
町
内
の
精
神
科
の
医
師

と
保
健
師
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で

初
期
集
中
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ

ト
の
養
成
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
の
通
信

技
術
を
駆
使
し
た
も
の
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
製
品

が
あ
り
ま
す
が
、
一
長
一
短
で

す
。
見
守
り
を
行
う
の
に
ど
れ

が
よ
い
か
、
コ
ス
ト
も
考
え
て

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
保
険
に
つ
い
て
は
、

認
知
症
施
策
推
進
大
綱
が
令
和

元
年
６
月
18
日
に
出
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
そ
の
分
析
結
果
を

見
て
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

再
質
問　

全
国
の
介
護
者
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結

果
、
認
知
症
行
方
不
明
者
の
８

割
が
複
数
回
徘
回
を
し
て
い
て
、

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

人
、
要
介
護
１
の
人
が
半
分
以

上
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
捜
索

の
経
済
的
損
失
を
考
え
れ
ば
通

信
技
術
を
活
用
し
た
対
策
は
必

要
不
可
欠
で
は
。

　

認
知
症
保
険
の
単
体
加
入
は

非
常
に
難
し
く
、
自
治
体
が
カ

バ
ー
し
て
い
る
所
が
20
市
町
村

あ
り
ま
す
。
み
な
べ
町
で
は
。

町
民
の
協
力
は
不
可
欠
で
す
が
、

み
な
べ
町
立
青
少
年
セ
ン
タ
ー

を
町
民
見
守
り
隊
に
変
え
る
こ

と
も
一
つ
の
方
法
で
は
な
い
か
。

町
長　

保
険
に
つ
い
て
は
、
い

ろ
ん
な
も
の
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
。
た
だ
、
保
険
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
一
日
で
も
早
く
発

見
で
き
る
通
信
技
術
を
使
っ
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
民
間
の
団
体

で
Ｉ
Ｃ
タ
グ
が
検
討
さ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
あ
る

製
品
の
中
か
ら
有
効
な
も
の
を

取
り
入
れ
、
見
守
り
を
進
め
て

い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

再
々
質
問　

通
信
技
術
、
認
知

症
保
険
と
も
に
町
単
独
で
は
効

果
に
限
り
が
あ
る
と
思
う
。
近

隣
市
町
村
と
の
連
携
が
不
可
欠

で
は
。
人
間
の
命
と
尊
厳
に
か

か
わ
る
問
題
で
す
。
行
政
主
導

で
包
括
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
。

町
長　

町
民
全
員
の
取
り
組
み

が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

非
常
勤
職
員
の
公
務
災
害
制
度

が
な
く
な
り
ま
す
。
全
国
町
村

会
で
は
、
新
し
い
保
険
制
度
を

検
討
中
で
す
。
そ
の
中
に
認
知

症
保
険
も
入
れ
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
近
隣

市
町
村
、
県
下
の
町
村
、
全
国

町
村
会
、
市
長
会
を
通
じ
て
進

め
て
い
け
る
よ
う
考
え
て
い
ま

す
。

質
問　

認
知
症
患
者
に
対
す
る
包
括
的
な
対
策
を

答
弁　

町
民
協
力
の
も
と
、
通
信
技
術
を
使
っ
た

　
　
　

見
守
り
を

福　祉

谷
たに

本
もと

吉
よし

弘
ひろ

 議員
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みなべ町議会だより
令 和 2 年 2 月 発 行

出
で

口
ぐち

晴
はる

夫
お

 議員

質
問　

全
国
的
に
、
い
じ
め
・

不
登
校
・
教
師
に
よ
る
体
罰
や
、

家
庭
問
題
に
よ
る
貧
困
格
差
、

親
に
よ
る
児
童
虐
待
な
ど
、
教

育
問
題
が
多
様
化
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
い
ま
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
平
成
２９
年
に
、

「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
」
が
改
正

さ
れ
、
全
国
全
て
の
学
校
に
設

置
す
る
事
が
努
力
義
務
と
定
め

ら
れ
た
。
現
在
、
全
国
的
に

２
３
．
７
％
の
学
校
で
設
置
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
先
行
導
入
校
よ
り
大

き
な
成
果
が
報
告
さ
れ
る
中
で
、

町
内
の
設
置
の
進
捗
状
況
は
ど

う
な
の
か
。
更
に
、
県
下
の
全

県
立
高
校
で
は
設
置
が
完
了
し

て
い
る
が
、町
内
の
全
て
の
小
・

中
学
校
へ
の
設
置
が
完
了
す
る

目
標
年
度
が
あ
れ
ば
教
え
て
頂

き
た
い
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
は
各
幼
稚

園
へ
の
設
置
も
進
ん
で
い
る
。

当
、
み
な
べ
町
は
幼
稚
園
や
こ

ど
も
園
へ
の
導
入
も
予
定
し
て

い
る
の
か
。

　

ま
た
、
委
員
選
出
に
つ
い
て
、

従
来
の
学
校
評
議
員
の
位
置
付

け
は
ど
う
な
る
の
か
。
新
委
員

の
選
出
方
法
に
つ
い
て
公
募
や
、

各
種
団
体
か
ら
の
推
薦
等
で
幅

広
い
人
材
を
求
め
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　

私
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
は
大
変
す

ば
ら
し
い
制
度
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
ず
現
在
は
、
学

校
運
営
協
議
会
の
設
置
規
則
を

制
定
し
た
段
階
だ
。
そ
れ
を
、

校
長
会
で
設
置
に
向
け
依
頼
を

行
っ
て
い
る
。
現
在
、
上
南
部

中
学
校
区
に
お
い
て
、
上
南
部

小
学
校
と
と
も
に
共
同
で
設
置

す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い

る
が
、
学
校
長
の
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
、
教
育

委
員
会
が
つ
く
れ
と
言
っ
て
作

る
組
織
で
は
機
能
し
な
い
。

　

ま
た
、
幼
稚
園
と
保
育
施
設

へ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

も
私
は
小
中
学
校
と
同
様
に
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

特
に
、
協
議
会
は
大
変
大
き

な
権
限
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

学
校
の
教
育
目
標
、
ま
た
教
育

課
程
、
組
織
、
学
校
予
算
の
編

成
、
そ
し
て
施
設
の
管
理
及
び

施
設
整
備
に
関
す
る
こ
と

等
に
つ
い
て
は
協
議
会
の

承
認
が
必
要
と
な
る
。

　

当
然
、
委
員
に
は
高
い

見
識
と
建
設
的
な
意
見
が

必
要
で
、
従
来
の
評
議
員

の
方
が
兼
ね
る
事
も
多
い

と
想
定
し
て
い
る
が
、
公

募
や
、
各
種
団
体
か
ら
の

推
薦
等
で
幅
広
い
人
材
を

求
め
て
い
き
た
い
。

再
質
問　

教
育
長
の
努
力

は
評
価
す
る
も
の
の
、
他

の
市
町
村
に
比
べ
て
、
み

な
べ
町
で
の
設
置
は
、
か

な
り
遅
れ
て
い
る
と
い
う

印
象
が
あ
る
。

　

ま
た
、
み
な
べ
町
独
自
の
目

指
す
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
図
を

作
成
し
、
保
護
者
や
地
域
住
民

の
皆
さ
ん
に
示
す
べ
き
だ
と
思

う
。

　

教
育
行
政
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、
町
長
が
主
催
す
る
総
合

教
育
会
議
の
設
置
も
義
務
づ
け

ら
れ
、
教
育
長
の
権
限
が
増
し

た
。

教
育
長　

ふ
る
さ
と
に
誇
り
を

持
つ
人
づ
く
り
が
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
、
そ
う
し
た
循
環

を
今
後
も
続
け
る
よ
う
な
教
育

行
政
に
尽
力
を
し
た
い
。

　

新
ス
ク
ー
ル
制
度
の
周
知
に

つ
い
て
は
、
学
校
だ
よ
り
と
か
、

あ
る
い
は
公
民
館
報
等
を
通
じ

て
周
知
を
し
て
い
き
た
い
。

町
長　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
は
、
学
校
と
地
域
社
会
が
協

働
で
学
校
を
運
営
す
る
。
そ
の

中
で
子
供
た
ち
の
育
ち
を
応
援

す
る
と
い
う
魅
力
あ
る
制
度
な

の
で
、
私
も
今
後
の
総
合
教
育

会
議
の
議
題
の
一
つ
の
柱
と
し

て
教
育
委
員
の
方
々
と
議
論
を

し
て
い
き
た
い
。

質
問　
早
期
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
制
度
の
全
校
導
入
を
！

保
護
者
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
具
体
的
な
方
向
性
を
示

す
べ
き

答
弁　
新
運
営
協
議
会
は
魅
力
あ
る
制
度
！

総
合
教
育
会
議
の
議
題
の
一
つ
の
柱
と
し
て
議
論
し
、
ふ
る

さ
と
に
誇
り
を
持
つ
人
づ
く
り
を
進
め
る

教　育
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みなべ町議会だより
令 和 2 年 2 月 発 行

業
の
発
展
、
漁
業
や
林
業
に
つ

い
て
も
、
観
光
産
業
に
つ
な
げ
、

み
な
べ
フ
ァ
ン
と
な
っ
て
い
た

だ
く
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
現
在
は
、
町
長
は
和

歌
山
県
町
村
会
の
会
長
を
務
め

ら
れ
、
本
町
だ
け
で
な
く
県
の

会
長
と
し
て
ご
多
忙
を
極
め
て

お
ら
れ
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

そ
ん
な
多
忙
な
中
で
、
こ
れ

ま
で
計
画
し
た
施
策
や
事
業
の

取
り
組
み
の
成
果
は
ど
う
で

あ
っ
た
の
か
。
残
り
の
任
期
で

も
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
多
々

あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
次
期
町
長
選
挙
の
出
馬
に

つ
い
て
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

町
長　

平
成
29
年
に
第
二
次
み

な
べ
町
長
期
総
合
計
画
を
策
定

質
問　

小
谷
町
長
は
、
ま
ち
づ

く
り
計
画
に
沿
っ
て
施
策
や
事

業
に
取
り
組
み
、
３
期
目
の
今

期
は
、
防
災
面
に
重
点
を
お
き
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
津
波
避
難
セ
ン

タ
ー
を
建
築
、
現
在
は
高
台
の

防
災
広
場
の
整
備
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
康
で
長
生
き
を
し

て
い
た
だ
く
施
策
や
少
子
化
対

策
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
子
育

て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
産
業
面
で
は
、
世

界
農
業
遺
産
を
核
と
し
た
梅
産

し
て
お
り
、
こ
れ
に
沿
っ
て
取

り
組
み
を
進
め
、
順
調
に
進
ん

で
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
は
、
町
民
の
皆

様
の
安
全
安
心
の
た
め
、
地
域

防
災
計
画
に
沿
っ
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
、
今
行
っ
て
い
る

防
災
広
場
や
こ
ど
も
園
等
も
早

急
に
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

健
康
面
で
は
、
病
気
の
早
期

発
見
、
早
期
治
療
を
し
て
い
た

だ
け
る
仕
組
み
つ
く
り
、
健
診

項
目
の
見
直
し
を
行
い
、
一
人

で
も
多
く
の
町
民
の
方
々
に
健

診
を
受
け
て
い
た
だ
き
、
健
康

寿
命
を
延
ば
し
て
い
け
る
施
策

を
考
え
た
い
。

　

教
育
面
は
、
施
設
面
の
ほ
と

ん
ど
は
出
来
た
か
と
思
い
ま
す

が
、
今
後
例
え
ば
、
小
学
校
の

プ
ー
ル
が
気
温
や
水
温
の
関
係

で
夏
の
昼
間
に
使
え
な
い
こ
と

や
、
中
学
校
の
体
育
館
も
夏
休

み
期
間
の
ク
ラ
ブ
活
動

が
朝
９
時
に
終
了
と
な

る
日
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
早
急

に
解
消
の
必
要
を
感
じ

て
い
ま
す
。
現
在
の
働

き
方
改
革
に
よ
り
、
学

童
保
育
の
あ
り
方
も
、

放
課
後
保
育
か
ら
学
童

保
育
へ
の
変
更
も
含
め
、

見
直
し
の
時
期
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　

産
業
面
で
は
、
農
業

等
に
つ
い
て
は
世
界
農

業
遺
産
を
中
心
に
消
費

拡
大
に
向
け
、
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。
森
林
に

つ
い
て
は
新
し
く
で
き
る
林
業

環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、
ウ

バ
メ
ガ
シ
の
択
伐
を
す
す
め
、

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
オ
イ
ル
に
つ
い

て
も
鉱
物
性
オ
イ
ル
か
ら
自
然

に
優
し
い
植
物
性
オ
イ
ル
を
使

用
す
る
仕
組
み
の
検
討
も
必
要

と
考
え
ま
す
。
漁
業
は
、
漁
業

振
興
協
議
会
の
皆
様
と
相
談
し
、

蓄
養
漁
業
へ
の
取
組
み
に
つ
い

て
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

残
さ
れ
た
任
期
を
精
い
っ
ぱ

い
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
早
急
に
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
喫
緊
の
課
題

も
あ
り
、
ま
た
故
郷
の
発
展
に

い
ま
一
度
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
し
、
町
の
か
じ
取
り
を
せ

よ
と
の
声
を
い
た
だ
き
、
熟
慮

に
熟
慮
を
重
ね
、
信
頼
を
い
た

だ
い
て
い
る
皆
様
方
に
お
応
え

す
る
こ
と
が
私
の
使
命
と
考
え
、

次
期
町
長
選
に
出
馬
を
固
め
ま

し
た
。
そ
し
て
次
の
世
代
に
よ

り
よ
い
形
で
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
も
、
誠
実
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

質
問　

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
と
次
期
町
長
選

挙

答
弁　

皆
様
方
に
お
応
え
す
る
こ
と
が
私
の
使
命

と
考
え
出
馬
を
固
め
る

行　政

原
はら

田
だ

　 覚
さとる

議員
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みなべ町議会だより
令 和 2 年 2 月 発 行

の
処
理
、
撤
去
、
収
集
運
搬
、

処
分
等
を
担
う
災
害
廃
棄
物
の

処
理
等
に
関
す
る
協
定
は
大
栄

環
境
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
和

歌
山
県
産
業
廃
棄
物
協
会
と
も

に
締
結
し
て
い
ま
す
。　
　
　

　
　

加
え
て
、
主
に
、
し
尿
の

処
理
で
は
一
般
廃
棄
物
応
急
対

策
に
関
す
る
協
定
を
、
き
の
く

に
環
境
整
備
協
同
組
合
及
び
和

歌
山
県
清
掃
連
合
会
と
締
結
し

て
い
ま
す
。

　

避
難
所
の
間
仕
切
り
、
簡
易

ベ
ッ
ド
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
使
っ

た
避
難
用
具
等
、
製
造
会
社
と

の
相
談
、
全
国
の
事
例
等
も
見

な
が
ら
、
協
定
を
結
ん
で
協
力

い
た
だ
け
る
よ
う
な
形
に
し
て

い
き
た
い
。

　

災
害
時
食
料
等
物
資
に
つ
き

ま
し
て
町
で
は
、
飲
料
水
・
食

料
品
は
毎
年
、
備
蓄
品
を
購
入

し
て
在
庫
数
を
増
や
し
て
い
ま

質
問　

災
害
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
実
施
、

他
機
関
の
応
援
協
定
の
災
害
ご

み
処
理
等
、
災
害
時
の
ダ
ン

ボ
ー
ル
の
確
保
、
災
害
時
食
料

等
物
資
の
供
給
に
関
し
て
の
町

の
取
り
組
み
を
お
聞
き
し
ま
す
。

町
長　

9
月
に
一
般
質
問
で
提

案
の
あ
っ
た
和
歌
山
県
弁
護
士

会
と
の
災
害
発
生
時
に
お
け
る

法
律
相
談
業
務
等
に
関
す
る
協

定
は
12
月
16
日
に
協
定
締
結
の

運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
震
や
水
害
等
の
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
災
害
廃
棄
物
等

す
。
食
料
取
り
扱
い
関
係
会
社

等
と
の
協
定
も
前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
に
安
心
し
て

も
ら
え
る
仕
組
み
づ
く
り
に
努

力
し
て
、
各
業
種
の
方
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
町
民
の
安
全
・

安
心
に
努
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

自
衛
隊
へ
の
住
民
名
簿

提
供
は
個
人
情
報
を
軽
く
扱
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

法
廷
受
託
事
務
と
し
て
、

処
理
を
し
て
い
る
。

質
問　

9
月
の
一
般
質
問
で
の

町
長
答
弁
を
受
け
て
の
第
2
弾

で
す
。
そ
の
後
、
議
論
は
さ
れ

た
の
か
。
提
供
は
、
個
人
情
報

を
軽
く
扱
っ
て
、
忖
度
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

担
当
部
局
と
も
確
認
、

協
議
を
行
っ
た
。

　

地
方
自
治
法
第
2
条
に
は
、

地
方
公
共
団
体
の
事
務
と
し
て

処
理
す
る
中
に
第
一
号
法
廷
受

託
事
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
に
、
自
衛
隊
法
施
行
令

第
１
２
０
条
の
規
定
の
事
務
も

含
ま
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
自

衛
隊
法
第
97
条
に
基
づ
き
、
法

定
受
託
事
務
と
し
て
処
理
し
て

い
る
。

　

紙
媒
体
ま
た
は
電
子
媒
体
で

の
提
出
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
は
紙
媒
体
で
の

提
供
を
考
え
て
い
る
。

質
問　

会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
で
か
わ
る
こ
と
と
は
。

町
長　

正
規
職
員
の
地
方
公
務

員
制
度
と
全
て
に
お
い
て
同
じ

で
は
な
い
が
、
今
ま
で
の
臨
時

職
員
の
処
遇
と
比
較
し
た
場
合
、

改
善
、
充
実
し
て
い
る
。
フ
ル

タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
区

分
さ
れ
、
臨
時
職
員
は
臨
時
の

対
応
に
。

（
詳
細
は
、
P3
、
P6
参
照
）

質
問　

災
害
時
の
協
定
と
町
の
取
り
組
み

答
弁　

各
業
種
か
ら
協
力
を
得
な
が
ら
協

定
を
結
ん
で
い
き
た
い

防　災

池
いけ

田
だ

三
み

千
ち

留
る

 議員
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隊
へ
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ま
す
。

町
長　

西
本
庄
ナ
デ
オ
地
区
防

災
関
連
施
設
の
整
備
に
係
る
進

捗
状
況
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

西
本
庄
ナ
デ
オ
地
区
防
災
関
連

施
設
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
28
年
ご
ろ
に
西
本
庄
森
林

質
問　

当
該
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
当
初
予
算
に
お
い

て
１
，
５
０
０
万
円
の
業
務
委

託
料
が
計
上
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
平
成
29
年
度
末

に
お
い
て
業
務
が
完
了
し
、
そ

の
成
果
品
も
町
に
納
入
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
約
１
年
と
半
年
が

経
過
し
て
い
ま
す
が
、
現
時
点

で
の
防
災
関
連
施
設
の
整
備
に

係
る
進
捗
状
況
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
進
入
路
な
ど
の
工

事
費
の
予
算
計
上
に
つ
い
て
、

町
長
の
見
解
を
お
尋
ね
い
た
し

組
合
か
ら
ナ
デ
オ
地
区
に
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け

て
、
平
成
29
年
度
当
初
予
算
に

測
量
設
計
業
務
を
計
上
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
平
成
29
年
６
月
よ

り
業
務
を
開
始
し
、
30
年
３
月

に
業
務
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
に
お
い
て
は
、

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
当
該
箇

所
が
保
安
林
で
あ
り
、
調

整
、
協
議
に
多
く
の
時
間

を
要
し
ま
し
た
。

　

現
状
と
し
て
は
、
県
へ

の
保
安
林
解
除
申
請
と
林

地
開
発
申
請
が
最
終
段
階

と
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和

２
年
度
に
お
い
て
、
本
事

業
を
開
始
で
き
る
よ
う
予

定
で
進
め
て
い
ま
す
。

　

工
事
概
要
と
し
て
は
、

盛
り
土
造
成
工
、
平
地
面

積
約
２
万
６
，
０
０
０
平

米
、
盛
り
土
量
と
し
て
は
62
万

立
米
、
防
災
工
、
沈
砂
池
進
入

道
路
工
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

て
は
、
地
元
及
び
用
地
関
係
者

の
方
々
の
ご
協
力
及
び
ご
同
意

を
い
た
だ
き
、
令
和
２
年
度
当

初
予
算
と
し
て
進
入
道
路
部
分

の
予
算
を
計
上
し
、
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

い
ま
、
町
内
で
残
土
場
が
非

常
に
少
な
い
中
で
、
一
日
も
早

く
完
成
で
き
れ
ば
と
い
う
思
い

の
も
と
に
事
業
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

以
上
で
す
。

質
問　

西
本
庄
ナ
デ
オ
地
区
防
災
関
連
施
設
の
整
備

答
弁　

令
和
２
年
度
に
事
業
開
始
予
定

防　災

丸
まる

山
やま

幸
ゆき

雄
お

 議員
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は
悪
い
も
の
の
、
２
車
線
歩
道

つ
き
で
整
備
済
み
で
あ
る
た
め
、

県
内
の
要
望
箇
所
の
中
で
整
備

の
優
先
順
位
は
低
い
」
ま
た
、

「
県
下
数
あ
る
中
で
、
ど
う
し

て
も
こ
こ
が
一
番
必
要
で
あ
る

と
い
う
理
由
づ
け
を
今
後
考
え

て
い
き
た
い
」
と
答
弁
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
現
在
ど
の
よ
う
な

考
え
を
お
持
ち
な
の
か
聞
か
せ

て
も
ら
い
た
い
。

　

ま
た
、
今
ま
で
県
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
要
望
を
し
て
き
た

の
か
聞
か
せ
て
も
ら
い
た
い
。

町
長　

平
成
29
年
12
月
１
日
、

日
高
振
興
局
建
設
部
長
に
、
五

味
の
カ
ー
ブ
の
法
線
改
良
及
び

四
朗
橋
の
か
け
か
え
に
つ
い
て

の
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

翌
年
、
１
月
30
日
に
は
、
県

庁
の
県
土
整
備
部
長
に
地
元
関

係
議
員
さ
ん
初
め
、
関
係
区
の

区
長
さ
ん
方
と
同
箇
所
の
危
険

質
問　
「
令
和
元
年
９
月
に
は
、

国
道
４
２
４
号
、
通
称
五
味
の

カ
ー
ブ
で
、
二
輪
車
に
よ
る
死

亡
事
故
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
事
故
後
、
町
民
の
方
か

ら
、
こ
の
ま
ま
こ
の
カ
ー
ブ
だ

と
、
ま
た
事
故
が
起
き
る
の
で

は
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

ト
ン
ネ
ル
工
法
で
の
法
線
改
良

を
、
で
き
る
ま
で
町
に
要
望
し

て
も
ら
い
た
い
と
言
わ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
29
年
５
月
の
５
番
議
員

の
一
般
質
問
で
、
町
長
の
答
弁

で
は
、
県
の
回
答
は
、「
線
形

性
、
付
近
住
民
の
不
安
な
ど
を

地
域
の
切
実
な
声
と
し
て
訴
え
、

当
面
の
交
通
安
全
対
策
と
し
て
、

運
転
者
へ
の
注
意
喚
起
を
促
す

標
識
や
視
線
誘
導
標
を
追
加
設

置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
要
望
書
は
毎
年
、
町

村
会
及
び
県
議
会
建
設
委
員
会

を
通
じ
て
県
当
局
に
提
出
し
て

い
ま
す
が
、
県
の
見
解
は
五
味

の
カ
ー
ブ
の
法
線
に
つ
い
て
は
、

前
後
の
改
良
済
み
区
間
と
比
べ

て
走
行
性
は
劣
る
も
の
の
、
歩

道
つ
き
で
２
車
線
が
確
保
さ
れ

て
お
り
、
今
後
の
交
通
状
況
や

他
の
未
改
良
区
間
の
整
備
の
進

捗
状
況
を
見
な
が
ら
整
備
の
必

要
性
を
検
討
し
て
い
く
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

町
内
の
国
道
４
２
４
号
の
未

整
備
区
間
に
つ
き
ま
し
て
は
現

在
２
カ
所
あ
り
ま
す
が
、
共
和

地
区
の
歩
道
新
設
改
良
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
間
も
な
く
一

部
工
事
が
発
注
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

も
う
一
カ
所
の
切
目
辻
ト
ン

ネ
ル
付
近
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
取
り
合
わ
せ
部
分
を
含

め
て
詳
細
測
量
設
計
中
で
す
。

来
年
度
は
用
地
買
収
及
び
み
な

べ
町
側
の
取
り
合
わ
せ
部
分
の

道
路
工
事
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。

　

こ
こ
が
完
成
を
い
た
し
ま

す
と
、
一
応
町
内
の
国
道

４
２
４
号
の
未
改
良
区
間

が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

本
区
間
の
法
線
改
良
を
実

現
す
る
に
は
重
要
な
時
期

に
な
る
の
で
は
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
で
す
が
、
先
を
見

据
え
て
、
時
期
的
な
も
の
を
見

き
わ
め
な
が
ら
、
時
期
を
失
す

る
こ
と
な
く
粘
り
強
く
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

再
質
問　

現
在
、
運
送
業
界
で

は
人
手
不
足
が
深
刻
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

大
型
の
ダ
ブ
ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク

が
増
え
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
現
在
の
五
味
の
カ
ー
ブ
で

は
通
行
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
に
よ
っ
て
、
西
本
庄
か
ら

上
の
地
区
、
辺
川
、
高
城
、
清

川
地
区
に
と
っ
て
も
不
具
合
が

出
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

町
長　

ご
質
問
の
大
型
の
ダ
ブ

ル
連
結
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
き
ま
し

て
は
、
長
さ
が
16
ｍ
か
ら
21
ｍ

の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
ー
、
ま
た
は
、

フ
ル
ト
レ
ー
ラ
ー
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
当
然
、
特
殊
車
両
と

し
て
出
発
地
点
の
道
路
管
理
者

の
許
可
を
得
て
、
通
行
ル
ー
ト
、

お
の
お
の
道
路
管
理
者
の
協
議
、

指
示
を
受
け
て
の
運
行
と
な
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
五
味
の

カ
ー
ブ
で
通
行
で
き
な
い
と
か

と
い
う
問
題
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

質
問　
西
本
庄「
五
味
の
カ
ー
ブ
」の
早
期
改
良
に
つ
い
て

答
弁　
注
意
喚
起
標
識
や
視
線
誘
導
標
を
追
加
設
置
！

時
期
的
な
も
の
を
見
き
わ
め
な
が
ら
粘
り
強
く

要
望
活
動
を
展
開

交　通

永
なが

井
い

幸
こう

喜
き

 議員
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ＪＲによる運行中避難訓練

訓
練
を
よ
り
リ
ア
ル
に

質
問　

従
前
の
一
斉
避
難
訓
練

は
や
や
も
す
る
と
同
じ
こ
と
の

繰
り
返
し
で
、
ま
さ
か
の
事
態

に
即
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
な

い
の
で
は
。
よ
り
リ
ア
ル
な
訓

練
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　

避
難
訓
練
に
何
か
を
組

み
込
む
な
ど
は
、
次
に
つ
な
ぐ

訓
練
の
あ
り
よ
う
の
一
つ
か
と

思
う
。
炊
き
出
し
訓
練
や
心
肺

蘇
生
法
、
簡
易
担
架
の
つ
く
り

方
、
あ
る
い
は
避
難
所
の
設
営

運
営
等
、
次
の
段
階
と
な
る
実

践
的
な
と
り
く
み
を
自
主
防
災

会
に
提
案
し
て
い
き
た
い
。

教
育
長　

保
護
者
と
連
絡
が
つ

か
な
い
場
合
の
対
応
な
ど
確
か

に
課
題
は
あ
る
。
工
夫
を
重
ね
、

よ
り
真
剣
味
の
あ
る
レ
ベ
ル
の

高
い
訓
練
を
検
討
し
た
い
。

関
係
機
関
と
の
連
携
を

再
質
問　

2
年
前
、
職
員
の
災

害
対
策
本
部
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

職
員
の
退
職
や
異
動
等
を
踏
ま

え
、
改
め
て
こ
の
訓
練
が
必
要

で
は
な
い
か
。
前
回
は
関
係
機

関
と
連
絡
を
取
り
合
っ
た
も
の

で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
次
は

こ
れ
ら
と
連
携
す
べ
き
で
は
。

　

な
お
、
災
害
直
後
に
通
信
イ

ン
フ
ラ
が
途
絶
え
る
こ
と
に
備

え
、
避
難
所
や
幹
部
職
員
へ
の

配
備
を
前
提
に
「
衛
星
携
帯
電

話
」
の
導
入
を
検
討
さ
れ
た
い
。

町
長　

今
後
の
本
部
訓
練
で
は

関
係
機
関
と
の
や
り
と
り
も
必

要
だ
ろ
う
。
な
お
、
県
主
催
の

図
上
訓
練
で
は
、
日
高
地
方
の

市
町
、
警
察
、
消
防
等
も
連
携

し
、
み
な
べ
町
も
去
る
11
月
16

日
に
参
加
し
た
。

　

衛
星
携
帯
電
話
は
、
現
在
4

台
配
備
し
て
い
ま
す
が
、
非
常

に
有
効
で
あ
り
、
諸
経
費
を
考

慮
の
う
え
進
め
て
い
き
た
い
。

福
島
県
新
地
町
に
学
ん
で
は

再
々
質
問　

住
民
、
町
、
関
係

機
関
の
三
位
一
体
と
な
る
訓
練

を
願
う
。
そ
の
た
め
実
際
に
災

害
に
遭
っ
た
自
治
体
、
す
な
わ

ち
福
島
県
新
地
町
に
学
ん
で
は

ど
う
か
。
新
地
町
で
の
多
彩
な

訓
練
は
大
い
に
参
考
に
な
る
だ

ろ
う
。
こ
こ
へ
は
被
災
後
み
な

べ
町
か
ら
職
員
を
派
遣
し
て
お

り
、
手
順
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
さ

ら
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
等
喜
ん
で
提

質
問　

大
規
模
地
震
や
津
波
の

際
、
ま
ず
は
逃
げ
る
先
と
し
て

の
避
難
場
所
の
多
さ
に
比
べ
、

自
宅
に
戻
れ
ず
一
定
期
間
と
ど

ま
る
こ
と
に
な
る
避
難
所
が
圧

倒
的
に
不
足
し
て
い
る
が
。

町
長　

全
国
の
市
町
も
同
様
だ

が
、
避
難
所
の
収
容
者
数
は
不

足
し
て
い
る
。
学
校
な
ど
の
施

設
に
加
え
て
知
人
や
親
類
、
民

間
企
業
の
施
設
や
勤
め
先
の
会

社
、
さ
ら
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
や

駐
車
場
で
の
車
中
泊
や
テ
ン
ト

泊
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
検

供
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

町
長　

新
地
町
は
実
体
験
に
基

づ
く
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
と

思
わ
れ
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
資

料
を
入
手
し
て
多
様
な
訓
練
の

一
助
と
し
た
い
。
ま
た
、
毎
年

職
員
を
新
地
町
に
研
修
に
行
か

せ
て
い
る
が
、
現
地
の
訓
練
に

合
わ
せ
て
派
遣
で
き
れ
ば
学
ぶ

と
こ
ろ
も
大
き
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

討
し
た
い
。

再
質
問　

堺
地
区
は
近
く
に
避

難
所
が
1
カ
所
も
な
い
。
背
後

に
は
平
た
ん
な
高
台
も
あ
り
、

こ
こ
に
避
難
所
が
設
け
ら
れ
な

い
か
。
移
転
方
針
が
出
て
い
る

二
子
の
浜
老
人
憩
の
家
を
設
け

れ
ば
有
効
な
避
難
場
所
が
確
保

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

老
人
憩
の
家
の
移
転
の

必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
候

補
地
に
つ
い
て
は
地
権
者
の

方
々
の
同
意
が
必
要
で
、
関
係

者
と
相
談
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

質
問　

津
波
避
難
訓
練
の
在
り
方
に
再
考
を

答
弁　

関
係
機
関
、
被
災
地
等
と
の
連
携

を
進
め
た
い

防　災

玉
たま

井
い

伸
のぶ

幸
ゆき

 議員

質
問　
「
避
難
場
所
」は
あ
っ
て
も「
避
難
所
」が
な
い
現
状
の
改
善
を

答
弁　

様
々
な
手
段
を
検
討
し
た
い

防災
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みなべ町議会だより
令 和 2 年 2 月 発 行

平成 30年度に南部中学校を拠点に
1名の学校司書を配置。
小学校で本に親しむ習慣の受け皿と
なる中学校の図書環境が充実。

平成 29年 12月にオークワ前信号
機の避難道路入り口付近に設置。
地域住民から「便利になった・助か
る」の声が出ている。

結果、こうなりました

平成29年度９月定例会 平成 29年度１２月定例会

学校司書を中学校にも配置
し学校図書の充実を

問 平成 24 年、芝崎地区にて 4階
建て町営住宅解体撤去工事とと
もに取り除かれたポストの設置
をもう 1度

問

小学校で学び、力をつけて中
学校へ進む。中学校の図書環
境の充実は必要だろう。中学

校の学校司書の配置も前向きに進めたい。

教育長 条件として、利用度や 200 ～
250 ｍ以内にポスト、郵便局、
切手販売所がないことなどあるが、

地域住民の利便性から考えても設置は必要。
町は、毎年申し入れを行っている。
郵便局でも距離を考慮して設置場所を検討
している。

町長

議員からの一般質問や議会での議論の内容、各委員会
が提言した内容がその後どうなっているのか、町民の
皆さんの疑問に答えるコーナです。

追 跡 調 査
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みなべ町議会だより
令 和 2 年 2 月 発 行

﹁
教
育
の
ま
ち
づ
く
り
﹂の
基
本
柱
は

　
　
　﹁
学
び
の
21
世
紀
塾
﹂

豊後高田市の参考データ
●人口 22,680 人
●面積 206 平方キロ
●一般会計	平成 31 年度
　　　　　	約 150 億円
人口も面積も予算も、概ねみな
べ町の 2 倍。人口密度は同率で
財政力（指数 0.3）も同等のまち
です。

1. いきいき寺子屋活動事業の内容
1）土曜日講座（土曜日学習）
①土曜寺子屋講座（毎月第 1. 第 2. 第 3 土曜日）
各小学生講座　算数、国語、理科実験教室等の復習
講座数　平成 29 年度 60 講座 115 教室　　
中学生講座　国語、数学、英語の復習
②英会話教室　　3小学校で、5歳児対象に実施
③パソコン講座　　5小学校で、5歳児対象に実施
④そろばん教室　　1小学校で 1・2・3・年生対象に実施
⑤少年少女合唱団　　小・中学生（OB含む）

2）水曜日講座（中学校 1・2年生）
毎週水曜日の放課後、国語、数学、英語のうち 1教科の復習

3）夏季・冬季特別講座（中学校 3年生）
夏・冬休み期間中、英語・数学・国語の復習を 7日間講座

4）ステップアップ講座（小学校 1～ 6年生すべて可）
夏休み休業中、各学校で 5～ 10 日間、算数、国語を中心にして復
習講座

5）放課後寺子屋講座（小学校）　　3会場で実施
毎週水曜日を除く 4日間、小学 4年生以上を対象に宿題等の学習
支援

6）テレビ寺子屋講座
加入率 90%を超えるケーブルテレビを活用して、1番組 20 分、1
週間に 10 番組放送

　内容
小学校英会話、小学校 5年　国語・算数
小学校 6年　国語・算数・理科
中学校 1・2・3年　国語・数学・理科・英語
中学校英会話　計 22 講座　228 本
以上で、令和元年度、塾生数 1713 人・講師登録者数 292 人、講師料
約 2,500 万円のうち 50%が市単独予算である。
※大分県で、14 年連続トップクラスの学力結果を出している。

　

ふ
る
さ
と
で
育
つ
子
ど
も
た

ち
を
、「
夢
を
描
き
、
夢
を
実

現
で
き
る
よ
う
な
子
ど
も
た

ち
」
に
育
て
た
い
と
い
う
願
い

か
ら
、
地
域
・
保
護
者
、
行
政
、

教
職
員
な
ど
市
民
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
の
基
幹
と
な
る
の
が
「
学

び
の
21
世
紀
塾
」
で
あ
る
。

　

そ
の
学
び
の
3
本
柱
は
、

①
い
き
い
き
寺
子
屋
活
動
事

業　
　
　

︱
地
方︵
田
舎
︶

と
都
会
の
格
差
を
な
く
す

②
わ
く
わ
く
体
験
活
動
事
業

　
　

︱
学
力
・
体
力
・
豊

か
な
心
を
育
む

③
の
び
の
び
放
課
後
活
動
事

業　
　
　

︱
意
欲
を
持
つ

子
ど
も

で
あ
る
。

知

徳

知体

▲小学生の寺子屋土曜講座（市パンフレットより）
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今
日
、
日
本
は
大
都
市
部
を
除
い
て
人
口
減
少
時
代
に
入
っ
て
い

ま
す
。
我
が
和
歌
山
県
も
、
み
な
べ
町
で
も
、
こ
の
ま
ま
の
流
れ
で

時
を
経
過
し
て
い
け
ば
人
口
減
少
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
時

代
を
踏
ま
え
、
こ
の
度
、
町
議
会
は
全
国
で
も
先
駆
け
て
人
口
減

少
対
策
に
対
応
す
べ
く
、
未
来
を
担
う
ま
ち
の
子
ど
も
教
育
育
成
に
、

人
口
増
に
繋
げ
る
た
め
移
住
・
定
住
促
進
事
業
対
策
に
と
官
民
上
げ

て
取
り
組
ん
で
い
る
大
分
県
国
東
半
島
に
あ
る
豊
後
高
田
市
を
視
察

訪
問
し
て
来
ま
し
た
。

常任委員会合同視察レポート

「豊
ぶん

後
ご

高
たか

田
だ

市」（大分県国くに東さき半島）
『教育のまちづくり』を視察！11月27日

報告　総務文教常任委員会



みなべ町議会だより
令 和 2 年 2 月 発 行

豊
後
高
田
市
の
移
住・定
住
促
進
事
業

8
年
間
で
３
５
０
人
の
社
会
増
！

　

平
成
１７
年
３
月
に
１
市
２
町
で
新
設
合
併
し
「
豊
後
高
田
市
」
が

発
足
し
た
。
当
市
は
、
Ｊ
Ｒ
等
の
鉄
道
路
線
も
な
く
、
高
速
道
路
も

通
っ
て
い
な
い
半
島
の
位
置
に
あ
り
、
昭
和
３５
年
～
平
成
22
年
ま
で

の
５０
年
間
で
、
１
９
，
４
７
５
人
（
年
平
均
３
９
０
人
）
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
１２
年
～
２２
年
の
１０
年
間
で
は
２
，
３
０
０
人
（
年

平
均
２
３
０
人
）
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、
若
干
の
歯
止
め
が
か
か

っ
て
い
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
対
策
事
業
の
取
り
組
み
を
始
め
た
平
成
２３
年
～
３０
年

度
の
８
年
間
で
は
、
３
５
０
人
の
社
会
増
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
元

年
度
は
、
９０
名
程
に
。

　

こ
の
５
年
間
で
２０
歳
前
半
を
除
い
て
、
広
い
世
代
で
流
入
超
過
を

実
現
し
、
移
住
に
よ
る
社
会
増
の
効
果
が
表
れ
て
い
る
。

2. わくわく体験活動事業
　毎月第 2・4土曜日に公民館を中心に「子ども育成活動」
や、長期休業中に 2泊 3日の宿泊体験学習の実施
（1）週末子ども育成活動
　文化、スポーツ、教養を高める事業として平成 28 年度
実績、延べ回数 134 回、延べ参加者数 1.678 人
（2）ステップアップ・スクール
小学校 6 年生を対象。みなべ町での通学合宿のようなもの

3. のびのび放課後活動事業
　各種スポーツ・武道等 18 競技 31 団体
　平成 25 年の第 30 回記念全日本少年軟式野球大
会（横浜）で、高田中学校野球部全国優勝など全国・
九州・大分県大会で活躍されている。
　豊後高田市の ｢ 学びの 21 世紀塾 ｣ は、平成 26
年文部科学省に取り上げ紹介され今日に至ってい
る。

○空き家バンク事業
　●空き家リフォーム事業
　　①改修する場合　　費用の 1/2　上限額 40 万円
　　②不要物を撤去する場合　　上限額 10 万円
　　③仏壇等を撤去する場合　　上限額 5万円
　　④入居者決定後にハウスクリーニングする場合
　　　上限額 3万円
　●空き家マッチング奨励事業　　奨励金 2万円
　　登録してもらえる物件を市に紹介した場合
　●物件を見学するためレンタカーを利用した場合の助成
　　2,500 円 / 日（最長 4日分まで）
提供者も利用契約者数も年々増加してきている。
○定住促進住宅地（市分譲宅地）
　33 区画　価格 4.2 万円 /坪　完売
　66 区画　価格　3～ 4万円 /坪　完売
特徴　45 歳以下にはリース制度有りとのこと

主な事業内容

　▲豊後高田市は、若者の定住政策に
力を入れているが、その目玉事業の一
つが「市分譲宅地」の供給である。　
市内の土地価格が高い中で、市場価格
より格安の条件で若者世帯をターゲッ
トに宅地を提供している。ネット広告
の様に、土地代無料の企画もあり、大
人気の事業となっている。

体 徳

　豊後高田市は、日本の「住みたい田舎ベストラ
ンキングで総合 1位を獲得 !　
　特に、平成 30 年度で 58 人社会増を記録するな
ど、転出者より転入者が大きく上回っています。
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みなべ町議会だより
令 和 2 年 2 月 発 行

○新婚さん応援住宅『ハピネス・ステージ』
　　入居期間　5年間　家賃 4万円 /月　敷金３カ月分
　　3ＤＫ　６８㎡　１２戸　現在満室
○定住促進空き家活用住宅　　家賃 4 万円 / 月　敷金 3 カ月分
○移住者向け無料宅地販売予定　　7 区画と 35 区画造成中
○子育て支援住宅　　家賃 4.8 万円　敷金 14.4 万円
○田舎暮らし体験（お試し居住）
　　６泊７日　19,500 円　1家族 5名様まで
　　農家民泊　1泊 2日（2食付）　１人 3,800 円～
　　募集人数　1家族２人以上　2泊まで
○移住者の情報収集　　移住者懇談会の開催　　市長も出席
○移住者への情報発信　田舎暮らしガイドブックを移住希望者や

　　　　　　　　　　移住者に配布
　　　　　　　　　　都市部で開催される移住・定住フェアへ
　　　　　　　　　　参加ＰＲ実施

ま
と
め

　

こ
う
し
た
移
住
・
定
住
促
進
へ
の
取
り
組
み
は
、「
学

び
の
21
世
紀
塾
」
の
取
り
組
み
と
の
、
相
乗
効
果
が
大

き
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

予
算
措
置
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
、
交
付
税
、
国
庫
補

助
金
、
過
疎
債
、
市
単
予
算
な
ど
移
住
・
定
住
促
進
事

業
予
算
等
に
は
、
３
，
０
０
０
万
～
３
，
２
０
０
万
円
。

う
ち
、
県
補
助
５
０
０
～
６
０
０
万
円
と
の
こ
と
で
し
た
。

漁
協
補
助
金
等
調
査
特
別
委
員
会
に
つ
い
て

中間報告
　

9
月
末
、
新
聞
で
「
紀

州
日
高
漁
協
補
助
金
を
虚

偽
申
請
」
と
の
見
出
し
で

大
き
く
報
道
さ
れ
驚
か
れ
た
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
み
な
べ
町
議
会
で
は
こ
の

報
道
を
受
け
、
10
月
8
日
漁
協

補
助
金
等
調
査
特
別
委
員
会
を

発
足
さ
せ
ま
し
た
。
特
別
委
員

会
の
目
的
は
、
補
助
金
の
取
り

扱
い
が
適
正
で
あ
っ
た
か
を
調

べ
る
と
と
も
に
、
も
し
課
題
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
町
当
局
に

改
善
を
促
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
委
員
会
で
は
、
町

長
を
は
じ
め
担
当
課
職
員
等
の

聴
き
取
り
や
過
去
の
書
類
等
の

精
査
を
数
度
に
わ
た
っ
て
行
っ

て
き
ま
し
た
。
調
査
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

第
1
回　

10
月
8
日

・
委
員
会
の
調
査
方
針

・
進
め
方
の
確
認

第
２
回　

10
月
15
日

・
10
月
1
日
に
お
け
る
町
の
説

明
に
つ
い
て
の
検
証

第
3
・
4
回

　

10
月
28
日
・
11
月
11
日

・
実
績
報
告
書
を
チ
ェ
ッ
ク

・
問
題
点
の
指
摘
、
意
見
交
換

・
担
当
課
へ
の
聴
取

第
5
・
6
回

　

11
月
21
日
・
29
日

・
わ
か
っ
て
き
た
こ
と
の
整
理

・
担
当
課
へ
の
聴
取

・
調
査
結
果
の
内
容
、
項
目
、

形
式
に
つ
い
て

第
7
回　

12
月
12
日

・
船
主
組
合
へ
の
補
助
金
等
精

査
・
担
当
課
へ
の
聴
取

第
8
・
9
回

　

12
月
23
日
・
1
月
8
日

・
そ
の
他
の
補
助
金
の
精
査

　

新
年
明
け
て
の
令
和
2
年
1

月
初
旬
の
時
点
で
関
係
者
へ
の

聴
取
や
書
類
の
精
査
等
、
事
実

関
係
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
調
査
を

終
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
こ

れ
ら
を
文
書
と
し
て
ま
と
め
て

い
る
段
階
で
、
2
月
中
に
、
何

ら
か
の
形
で
発
表
す
る
予
定
で

す
。 漁協補助金等調査特別委員会

委員長	 玉井 伸幸
副委員長	 天野 仁
委　員	 丸山 幸雄
	 真造 賢ニ
	 井口 雅裕
	 出口 晴夫
	 池田 三千留

調
査
対
象
と
な
っ
た

　
　
　
　
　

報
告
書（
一
部
）

移住定住事業の主な内容

調
査
の
概
要
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みなべ町議会だより
令 和 2 年 2 月 発 行

　

12
月
３
日
、
第
４
回
定
例
会

に
お
い
て
「
み
な
べ
町
の
海
岸

の
秩
序
を
維
持
し
密
漁
を
撲
滅

す
る
宣
言
」
を
発
委
︵
委
員
会

が
議
案
を
提
案
す
る
こ
と
︶
し
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

密
漁
撲
滅
に
つ
い
て
は
、
昨

年
「
堺
地
区
森
の
鼻
、
キ
ャ
ン

プ
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
禁
止
条
例

制
定
を
求
め
る
請
願
」
が
本
議

会
で
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
が
、
比
例
原
則
に
則
っ
て

い
な
い
と
の
判
断
で
制
定
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
を
契
機
に
ビ
ラ
の
配
布
や

Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
に
よ
る
啓
発
の

実
施
、
監
視
カ
メ
ラ
が
５
台
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
構
成
が
新
た
に
な

っ
た
委
員
会
に
お
い
て
も
、
密

漁
撲
滅
に
つ
な
が
る
条
例
を
制

定
す
べ
く
、
計
17
回
の
委
員
会

や
関
係
者
と
の
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

一
つ
の
焦
点
は
、
密
漁
に
つ

な
が
る
と
予
見
で
き
る
「
も
り
、

や
す
」
の
携
行
禁
止
で
し
た
。

こ
れ
ら
は
和
歌
山
県
漁
業
調
整

規
則
で
遊
漁
者
の
使
用
が
認
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
海
岸
で
そ
れ

ら
を
携
行
し
て
い
る
合
理
性
が

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
海
岸

全
域
を
海
水
浴
場
と
捉
え
れ
ば
、

一
般
客
へ
の
危
害
防
止
と
い
う

観
点
か
ら
、
そ
れ
ら
の
携
行
を

禁
止
で
き
る
は
ず
と
考
え
ま
し

た
。

　

し
か
し
県
・
資
源
管
理
課
や

法
律
家
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

現
行
法
で
は
そ
れ
ら
の
携
行
を

禁
止
で
き
な
い
。
ま
た
み
な
べ

町
の
海
岸
は
、
危
害
を
及
ぼ
す

可
能
性
が
あ
る
海
水
浴
場
と
は

明
ら
か
に
違
い
、
規
制
で
き
な

い
と
の
回
答
で
し
た
。
他
に
も

環
境
保
全
や
迷
惑
行
為
の
禁
止

と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら

検
討
し
ま
し
た
が
、
結
果
的
に

は
実
効
性
の
あ
る
条
例
制
定
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
「
密
漁
防
止
宣
言
」

に
焦
点
を
絞
る
こ
と
に
方
向
を

転
換
し
、
検
討
を
重
ね
、
発
意

に
至
り
ま
し
た
。
密
漁
の
撲
滅

と
い
う
目
的
を
考
え
れ
ば
、
条

例
よ
り
直
接
的
に
密
漁
の
撲
滅

を
う
た
う
こ
と
が
で
き
、
密
漁

の
抑
止
力
に
な
る
実
効
性
の
あ

る
も
の
に
で
き
る
と
い
え
ま
す
。

発
意
に
あ
た
り
、
事
前
に
漁
業

関
係
者
の
皆
様
に
お
伝
え
し
、

意
見
を
お
伺
い
す
る
こ
と
は
、

不
可
欠
な
こ
と
で
す
。
そ
こ
で

11
月
17
日
に
日
高
漁
業
協
同
組

合
・
南
部
町
地
区
運
営
委
員
会

の
皆
様
に
集
ま
っ
て
頂
き
、
意

見
を
お
伺
い
す
る
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
宣
言
に
至
る
ま
で
の

経
緯
や
宣
言
の
説
明
、
看
板
設

置
を
考
え
て
い
る
こ
と
等
を
説

明
さ
せ
て
頂
き
、
皆
様
の
賛
同

を
頂
き
ま
し
た
。

　

漁
業
者
の
皆
様
は
漁
獲
量
が

激
減
し
、
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
畜
養
と

い
う
方
向
に
転
換
し
つ
つ
、
魚

介
藻
類
を
手
塩
に
か
け
て
育
て

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
密

漁
を
撲
滅
し
、
漁
業
者
の
皆
様

を
応
援
す
る
こ
と
は
議
会
、
町

当
局
の
当
然
の
責
務
だ
と
考
え

ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
宣
言

が
密
漁
の
抑
止
に
実
効
性
が
あ

り
、
漁
業
者
の
皆
様
の
経
済
活

動
の
一
助
に
な
る
と
確
信
し
発

委
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
各
漁
場
へ
の
看
板
設

置
等
を
担
当
課
に
申
し
入
れ
て

お
り
、
随
時
設
置
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す
。

密
猟
撲
滅
宣
言

を
可
決

みなべ町の海岸の秩序を維持し密漁を撲滅する宣言
みなべ町は、漁業者の生活を守るために海岸の秩序を維持し、
魚介類の密漁を撲滅すべく下記の事項に取組む事を宣言します。
⒈漁業法、和歌山県漁業調整規則に則り厳正に対処します。
⒉漁業者、海上保安庁、警察と親密に連携を図り、密漁撲滅、秩
序維持に努めます。
⒊防犯カメラ等により不審者を常時監視します。
⒋その他、密漁撲滅、秩序維持に必要なあらゆる手段を講じます。

令和元年１２月３日
みなべ町議会

設
置
予
定
の
看
板
イ
メ
ー
ジ
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みなべ町議会だより
令 和 2 年 2 月 発 行

木
し
い
た
け
生
産
を
は
じ
め
と

す
る
農
林
水
産
業
シ
ス
テ
ム
」

が
認
定
コ
ン
セ
プ
ト
。

　

降
水
量
が
少
な
く
、
水
の
確

保
が
困
難
だ
っ
た
国
東
半
島
宇

佐
地
域
で
は
、
安
定
的
に
農

業
用
水
を
得
る
た
め
に
小
規
模

な
た
め
池
を
連
携
さ
せ
、
効
率

的
な
土
地
・
水
利
用
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
周
辺
に
は
た
め

池
の
水
を
か
ん
養
す
る
ク
ヌ

ギ
林
が
随
所
に
存
在
し
、
そ
の

景
観
を
独
特
な
も
の
に
し
て
お

り
、
た
め
池
群
か
ら
供
給
さ

れ
る
用
水
は
水
稲
や
シ
チ
ト
ウ

イ
（
畳
表
の
材
料
）
と
い
っ
た

水
田
農
業
を
支
え
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
こ
の
地
域
で
は
、
ク

ヌ
ギ
を
利
用
し
た
し
い
た
け
の

栽
培
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ク
ヌ
ギ
は
切
り
株
か
ら

15
年
程
で
再
生
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
原
木
し
い
た
け
栽
培
に
よ

り
森
林
の
新
陳
代
謝
が
促
さ

れ
、
里
山
の
良
好
な
環
境
と
景

観
の
保
全
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。　

特
筆
す
べ
き
は
、
ク
ヌ

ギ
林
は
個
人
資
産
で
あ
り
、
畑

同
様
に
し
っ
か
り
管
理
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
ウ
バ
メ
ガ
シ

　

11
月
26
～
28
日
、
大
分
県
国

東
市
、
豊
後
高
田
市
を
視
察
し

ま
し
た
。

国
東
市
（
世
界
農
業
遺
産
）

　

26
日
、国
東
市
役
所
に
て「
世

界
農
業
遺
産
認
定
後
の
取
組
み

と
利
活
用
に
つ
い
て
」
約
２
時

間
、
座
学
に
よ
る
研
修
を
行
い

ま
し
た
。　

平
成
25
年
、
国
東

半
島
の
6
市
町
が
世
界
農
業
遺

産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。「
ク

ヌ
ギ
林
と
た
め
池
に
よ
っ
て
維

持
さ
れ
て
い
る
、
日
本
一
の
原

の
択
伐
も
よ
く
似
た
形
態
で
す

が
、
安
定
し
た
原
木
の
確
保
・

生
産
の
た
め
に
、
個
人
の
モ
ラ

ル
に
頼
ら
な
い
循
環
シ
ス
テ
ム

の
確
立
が
急
務
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

ま
た
認
定
マ
ー
ク
に
よ
る
高

価
格
販
売
の
実
現
、
地
域
資
源

を
活
用
し
た
交
流
人
口
の
拡
大

（
認
定
前
よ
り
２
０
０
０
人
増
）、

小
中
学
校
で
の
授
業
、
体
験
イ

ベ
ン
ト
開
催
に
よ
る
住
民
意
識

の
高
揚
等
、
参
考
に
な
る
取
組

み
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

豊
後
高
田
市
（
観
光　

昭
和
の

町
・
恋こ
い

叶か
な

ロ
ー
ド
）

　

27
日
、
昭
和
の
町
、
恋
叶

ロ
ー
ド
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

昭
和
の
町
へ
は
年
間
40
万
人

の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
注
目
は
観
光
行
政
を
第

３
セ
ク
タ
ー
の
「
豊
後
高
田
観

光
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
」
が

担
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
昭

和
の
町
に
取
り
組
ん
だ
最
大
の

理
由
は
、
経
済
効
果
で
は
な
く
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
で
あ
り

「
市
民
が
自
分
の
住
ん
で
い
る

町
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に
な

る
こ
と
」。

　

恋
叶
ロ
ー
ド
は
市
が
婚
活
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
新
た
に
開
発
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
み
で
す
。

恋
愛
成
就
で
有
名
な
粟あ
わ
し
ま嶋

神
社
、

美
し
い
真ま
た
ま玉

海
岸
、
壁
画
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
等
の
デ
ー
ト
ス
ポ

ッ
ト
が
多
数
開
発
・
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
が
率
先
し
て
、

「
恋
叶
ロ
ー
ド
」
で
の
婚
活
イ

ベ
ン
ト
や
講
演
会
の
開
催
、
独

身
者
に
対
す
る
結
婚
へ
向
け
た

機
運
の
醸
成
な
ど
を
図
っ
て
い

ま
す
。

豊
後
高
田
市
田
染
荘

（
世
界
農
業
遺
産
）

　

28
日
、
世
界
農
業
遺
産
に
認

定
さ
れ
て
い
る
田
染
荘
（
た
し

ぶ
の
し
ょ
う
）
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

観
光
ガ
イ
ド
の
方
か
ら
１
時

間
説
明
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

１
０
０
０
年
前
の
荘
園
や
集
落

の
景
観
が
色
濃
く
継
承
さ
れ
て

い
る
価
値
が
認
定
理
由
と
の
こ

と
で
す
。
大
規
模
な
圃ほ
じ
ょ
う場

整
備

を
選
ば
ず
、
親
水
性
の
小
川
や

遊
歩
道
的
な
農
道
を
設
け
る
こ

と
に
よ
り
、
景
観
を
維
持
・
保

存
す
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
農
業
体
験
よ
る
交
流
人

口
増
に
注
力
し
て
い
ま
す
。

議
員
視
察
研
修

昭和の町　商店街風景

観光ガイドの方からの説明

クヌギの切り株からの発芽
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みなべ町議会だより
令 和 2 年 2 月 発 行

田
辺
市
、
白
浜
町
、
上
富
田
町
、
み
な

べ
町
の
1
市
3
町
で
構
成
し
て
い
る
「
公

立
紀
南
病
院
組
合
」
は
、
各
行
政
区
よ
り

選
挙
で
選
ば
れ
た
14
人
の
メ
ン
バ
ー
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
1７
年
に
現
在
の
新
庄
地
区
に
新
館

が
完
成
し
、
棟
増
床
（
一
般
５０
床
、
計
３

４
４
床
）
人
工
透
析
増
床　

2０
床
、
特
定

集
中
治
療
室
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
新
設
２
床
な
ど
、

地
域
医
療
を
担
う
中
核
病
院
が
誕
生
し
た
。

現
在
、
田
辺
市
及
び
そ
の
周
辺
に
お
け

る
中
核
医
療
機
関
と
し
て
、
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
、
地
域
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
、
和
歌
山
県
災
害
拠
点
病
院
と
位

置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
公
表
さ
れ
た
、
２
０
１
８
年

度
事
業
会
計
決
算
で
は
、
経
常
損
益
は
１

億
３
０
８
５
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
８
年

連
続
の
黒
字
決
算
と
安
定
的
な
運
営
を
行

っ
て
い
る
。

1₈
年
度
の
延
べ
入
院
患
者
数
は
、
前
年

度
と
比
べ
て
２
，
２
２
４
人
多
い
、
１
４

万
７
、
３
８
６
人
だ
っ
た
。
１
日
の
平
均

患
者
数
は
、
紀
南
病
院
が
３
０
３
・
７
人
、

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
は
１
０
０
・
１

人
。
病
床
利
用
率
は
紀
南
病
院
が
８
５
・

３
％
、こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
は
５
０
・

６
％
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
延
べ
外
来
患
者
数
は
２
２
万
９
，

２
８
２
人
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
２
，
８

２
１
人
減
少
し
た
。

決
算
書
で
は
、
1₈
年
度
の
総
収
益
は
、

１
２
４
億
９
７
１
４
万
円
（
前
年
度
比
₄．５

％
増
）
。
病
院
経
営
の
根
幹
と
な
る
医

業
収
益
は
、
１
１
２
億
３
３
２
１
万
円

で
、
前
年
度
と
比
べ
て
５
億
４
６
４
３
万

円
（
５．1
％
）
の
増
収
だ
っ
た
。

医
業
収
益
の
う
ち
、
入
院
収
益
は
6₈
億

２
８
９
９
万
円
（
前
年
度
比
₄．₈
％
増
）
、

外
来
収
益
は
３₈
億
４
０
６
０
万
円
（
同
6．6

％
増
）
。
外
来
患
者
数
は
減
少
し
た
が
、

診
療
単
価
が
上
昇
し
た
こ
と
で
外
来
収
益

の
増
加
に
つ
な
が
っ
た
。

一
方
、
総
費
用
は
１
２
３
億
６
６
２
９

万
円
（
同
３．₈
％
増
）
だ
っ
た
。
免
疫
治
療

薬
「
オ
プ
ジ
ー
ボ
」
な
ど
高
額
薬
品
の
使

用
が
増
え
た
こ
と
で
、
材
料
費
が
前
年
度

と
比
べ
て
２
億
９
４
８
１
万
円
（
９．７
％
）

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ほ
ど
あ
っ
た
組
合
議
会
定
例
会
で
、

管
理
者
の
真
砂
充
敏
田
辺
市
長
は
「
今
後

も
良
質
な
医
療
を
提
供
し
続
け
て
い
く
た

め
に
は
、
医
療
機
器
の
更
新
や
高
額
薬
品

の
購
入
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
。
８
年
連
続
の
黒
字
に
気
を

緩
め
る
こ
と
な
く
、
引
き
続
き
健
全
経
営

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

地域に開かれ信頼される院として、質の高い医療を提供！

救急医療・災害時医療の充実と、
効率的な管理運営で健全経営をめざす

２
０
１
８
年
度
事
業
会
計
決
算
を
公
表

８
年
連
続
の
黒
字
決
算
と
安
定
的
な
運
営
！

紀南病院組合
平成３１年度みなべ町
負担金（予算）

65,377,300 円
■前年度決算額

64,095,068 円
（予算全体負担金

1,289,539,452 円
（1市 3町合計））

※負担金は、各市町ごとの基
準財政需要額や病院業務に係
る特別交付税等で計算されて
います。
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みなべ町議会だより
令 和 2 年 2 月 発 行

いつもみなべ町の為にご尽
力下さりありがとうござい
ます。みなべ町は人と人と
の繋がりがとても暖かく生
活しやすい地域だと思いま
す。これからもよろしくお
願いします。

読者との交流ページ

　みなべ町議会広報特別委員会では、「議会だより」の内容の充実を図る為に町民の皆さんの
中から「議会広報モニター」を募集しました。このほど、第５７号（令和元年１１月発行）に
ついて、アンケート調査を実施し、建設的な意見を頂きました。
　今回は、その内容の一部を紹介します。

第１回議会広報モニター アンケート調査結果の紹介

字も見やすく大事
なところは太く、
分かりやすかった。
前年の会計も載せ
たらもっと分かり
やすかったと思う。

努力のあとが伺えます。
特に、決算審査の内容
など難しいことを分か
りやすく工夫されてお
りますので、とても好
感が持てます。

若い人が減り、お年寄りが増えてき
ているので就職への取り組みや、子
育て支援、介護をする人が増えるよ
うな仕組みをつくってほしい。資格
取得への応援や、その後、働きやす
い環境作りなど。金銭面での助け、
みなべで就職し、何年働けば返さな
くて良いなど。

議員さんの各質問読まして
いただきました。安全安心
住みやすい町作りだと思い
ます。今後ともよろしくお
ねがいします。議員さんみ
なさんが協調性をもってみ
なべ町をよくしてもらいた
いです。

一般会計と普通会計とは違
うん？普通会計の支出科目
と「30 年度はこんな事に使
われました」の科目の相違
が理解しにくい。
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みなべ町議会だより
令 和 2 年 2 月 発 行

今、みなべ町活
性化への思いが

あふれていく瞬
間(とき)

ア

カ
ル
ト

ラ

昨年 11 月 9 日 ( 土 )、JR みなべ駅前で「まちのパン祭」「みな
べしょくどう」のイベントが開催されました。
みなべ町内外のお店が集まって、お昼はパン＆菓子等の販売や
南部高校生による吹奏演奏、美術部・書道選択生による作品展、
南部駅でｍｙプラレールを持ってきて走らせる子どもアトラクシ
ョンがあり、夕方からは美味しいお料理やお酒で楽しめるという、
ＪＲとのコラボしたイベントです。
【みなべしょくどう】みなべ町商工会主催で開催されたが、ひ
らがな「しょくどう」には「食・職・触・住」と 4つの意味が
「道

どう

」には含まれていて、思いの深さを感じます。
駅構内では子ども向けのアトラクションを行い、おとな子ども
町内外関係なく集える交流の場として、公共機関の使用だけでな
い「駅」のイメージアップとともに、みなべ町のお店や食材のＰ
Ｒでより一層、みなべ町を元気にしてくれるイベントです
今回は、予想外の来場者数で大成功となりましたが、これから
の課題は、まだまだあるということです。

この日は、岩代でもＪＲとコラボした「有馬皇子のウォーキン
グイベント」が開催されました。みなべ町活性化の思いが、さま
ざまなところで動きだして、あふれていく瞬

と き

間を感じます。
これからの活動に期待してみませんか！

作　ウメたん

四 コ マ 漫 画

ネズミはつらいよ編

あふれていく瞬
間(とき)

あふれていく瞬
間(とき)

今、みなべ町活
性化

今、みなべ町活
性化

あふれていく瞬
間(とき)

あふれていく瞬
間(とき)みな

べしょ
くどう・JR コラボ!!
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▲伐採後には、備長炭の原木であるウバメガシの苗木を植える予定

みなべ

 ちょっと

気になる・
・・

　「みなべ梅郷クラブ」の
　　　　プロジェクトチーム　
放棄畑の『梅の木の伐採事業』を開始！

　2015 年 12 月に「みなべ・田辺の梅システム」として世界農業遺産に認定されました。
しかしながら、耕作者の高齢化や担い手不足から耕作放棄地が増えているのが現状です。
放棄地は、病害や獣害など周囲に悪影響を及ぼす恐れがあることから、農業青年でつく
る 4Hクラブ「みなべ梅郷クラブ」のプロジェクトチームが、梅の木の伐採事業をはじ
めました。耕作放棄地の現状や、有償で耕作放棄地の梅の木を切る作業の需要を把握す
るために、アンケートを取ったところ、自分で伐採できる人が少なかったことから事業
化することになりました。
　本年度は、どれくらいの人手や時間が必要かをみる目的もあり、無償で実施しました。
試行的に 2ヶ所の園地を伐採し、そのうち 1ヶ所には、2月に備長炭の原木であるウバ
メガシの苗木を植える予定にしている。ウバメガシの植樹には、みなべ・田辺地域世界
農業遺産推進協議会の住民提案型地域活動支援事業として補助金が活用されています。
ウバメガシを植える場合は、隣接する梅畑がなく、木を植えても支障がない場所を選ぶ
必要がある。畑から山林に地目変更するのに 6ヶ月ほどかかるため早めの手続きが必要
になっています。
　有償の伐採請負事業は、来年度から始められればと考えているとのことです。

みなべ町議会だよりNo.58
令和２年2月１日発行
発行　みなべ町議会
編集　議会広報特別委員会
〒645-0002
和歌山県日高郡みなべ町芝742
TEL　0739-72-1334
Fax　0739-72-1335

の

れあ こ
れ

お問い合わせは　議会事務局（☎72-1334）へ

3月に町議会定例会を開催します。
3月議会
3月5日（木）開会（予定）

予告

　

早
い
も
の
で
議
員
に
な
っ
て
三
年
の
年

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

日
本
一
の
梅
の
町
と
し
て
、
み
な
べ
町

は
全
国
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
こ
の

三
年
間
に
、
こ
の
ま
ま
で
良
い
の
か
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
高
齢
化
と
共

に
放
棄
畑
が
増
え
、
人
手
不
足
が
深
刻
に

な
り
つ
つ
あ
る
今
、
こ
れ
か
ら
の
み
な
べ

町
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
町
民
の
皆
様
と
一
緒
に

な
っ
て
英
知
を
集
め
、
共
に
歩
ん
で
い
け
る
一
助

と
な
る
よ
う
な
議
会
を
心
が
け
て
参
り
ま
す
。

広
報
特
別
委
員
会　
　

丸
山　

幸
雄

編 集 後 記


